第１学年　道徳学習指導案
　　
１　主　題　名　　Ｂ－（６）親切・思いやり　　

２　教　材　名　 「二わのことり」　　（出典：東京書籍 「みんな なかよく」）

３　主題設定の理由
(1) 子どもの姿について
　　　本学級の子どもたちは、困っている友達がいるとそばに行って助けたり、物が落ちていると拾って持ち主に届けたりすることができる。しかし、自分の気分の向くままに行動したり、仲のよい子だけを誘って遊んだりすることがあり、いつも他人を思いやる行動ができるわけではない。そのため、声をかけてもらえず、一人だけになってしまう子がいる。また、気の合う友達同士でも、自分の思いが強くて、トラブルになることもある。相手の気持ちを考えて声をかけたり、行動したりすることの大切さに気づいてほしい。
(2) ねらいとする価値について
思いやりとは、相手の気持ちを考えて行動することである。思いやりの心をもち、お互いに温かい心で接すれば、安心できる人間関係を築くことができる。この時期の子どもたちは、自己中心的な発言や行動が目立つ。そこで、自分以外の身近な人に対して、相手の立場を考え、親切にできるようにしたい。さらに、自分の行為が、相手に喜んでもらえると、自分もうれしくなることを実感することで、思いやりの気持ちを高めたい。
 (3) 教材について
　　　「すずめとふくろう」は、「二わのことり」をもとにした教材である。ある日、ふくろうの誕生日会に小鳥たちが誘われた。しかし、この日はうぐいすの家で、音楽会の練習をすることになっている。小鳥たちは、誕生日会が行われる遠くて質素なふくろうの家ではなく、近くて豪華なうぐいすの家に行く。すずめも、どちらの家に行こうか考えたが、うぐいすの家に行く。しかし、ふくろうが一人で寂しい思いをしているのではないかと葛藤する。ふくろうのことを心配するすずめの気持ちを考えることで、思いやりのある行動の大切さを実感できる教材である。
　　　本時では、子どもたちが話を理解しやすくするために、ペープサートを用いた語りを取り入れる。その上で、まず、どうしてすずめはうぐいすの家に行ってしまったのかを明らかにする。次に、役割演技によって、すずめの気持ちになり、どうしたらふくろうのことを考えた行動になるのかを考えさせる。さらに、相手が喜ぶ姿を見て、それが自分にもうれしいことであると実感させる。本時を通して、友達のことを考えて行動することの大切さに気づく姿を期待する。
４　子どもの心を揺さぶるための手だて
　・問題解決型の学習
　　　　子どもたちが登場人物の心情を考えやすくするために、問題を焦点化して道徳的価値を追究しやすくする。
　・役割演技
　　その１　ふくろうのことを気にかけるすずめの気持ちを理解するために、葛藤するすずめの役割演技を取り入れる。
　　その２　相手の喜ぶ姿が自分の喜びとなることを実感できるように、すずめのふくろうのことを思いやった行動と、それに対するふくろうの反応を役割演技させる。


５　本時の学習　
(1) 目　標
　　　友達のことを思い、行動しようとすることの大切さに気づくことができる。
　(2) 学習過程　　
	学習段階
	児童の活動
	教師の手だて

	導入
（３分）


展開
（39分）


















終末
（３分）
	１　友達にしてもらって嬉しかったことを発表する
・消しゴムを落としたときに拾ってくれたよ。
・放課に一緒に遊ぼうと言ってくれたよ。
２　「すずめとふくろう」の話を聞いて、すずめはどうしてうぐいすの家に行ったのか考える
・うぐいすさんの家は、近いからだよ。
・うぐいすさんの家は明るくてきれいだからだよ。
・ふくろうさんの家には、何もないから。
・ごちそうを、食べたかったから。

うぐいすさんのいえにいるとき、すずめさんはどんな気持ちだったのかな


３　すずめの気持ちを考える小鳥①「ごちそう、とってもおいしいね。」
小鳥②「うん、そうだね。あれ、すずめさんどうしたの」
すずめ（暗い表情で）「Ａ」
小鳥②「どうしてそう思ったの」
すずめ「Ｂ」

（言葉Ａ）
・ふくろうさんのことが気になっているんだ。
・ふくろうさんのところに行こうか迷っているの。
（言葉Ｂ）
・ふくろうさんは、お誕生日会に誰も来てもらえなくて、きっと悲しんでいると思うんだ。
・せっかく誘ってくれたのに、行かなかったから
悪いことをしてしまったと思って。
４　暗い表情のすずめが、どのような行動をすると、
明るい表情になるかを考える
・うぐいすさんに断って、一人でふくろうさんの家に行く。
・みんなを誘って、みんなでふくろうさんの家へ行く。
・音楽のプレゼントを持って、みんなでお祝いする。
５　ふくろうの家に着いたときのすずめと、すず
めが来たときのふくろうの気持ちを感じるすずめ「ふくろうさん、Ｃ」
ふくろう「ありがとう。（Ｄ）」
すずめ（Ｅ）
）




（言葉Ｃ）
・来たよ。
・遅くなってごめんね。
・お誕生日、おめでとう。
（気持ちＤ）
・来てくれて、すごくうれしい。
・もう誰も来てくれないと思っていた。
（気持ちＥ）
・ありがとうって言ってもらってうれしかった。
・ふくろうさんのところに行ってよかった。
	○本時のねらいに迫ることができるよう、親切にされた経験を想起させる。
○子どもが話の内容を理解しやすくなるように、教師の語りとペープサートで語る。
○次の活動につなげるために、すずめの行動を理由をつけて答えさせ、多面的・多角的に考えられるようにする。


○すずめの気持ちをじっくり考えることができるように、代表児童数名に役割演技をさせる。
○すずめになりきることができるよう、お面を用意する。
○次の活動につなげるために、言葉Ａの根拠を小鳥②のせりふによって引き出す。





[bookmark: _GoBack]
○すずめがふくろうのために取るべき行動（自分なりの解決策）を見つけさせるために、さまざまな方法を認め、多角的になるようにうなずいたり、切り返したりする。
○思いやりのある行動をとるこ
とで、相手を嬉しくさせること、さらに自分も嬉しくなることを自分事として実感できるように、役割演技させる。Ｄ＝すずめが来たときのふくろ
うの気持ち
Ｅ＝「ありがとう」と言われたときのすずめの気持ち


○温かい雰囲気で終われるように、お互いが嬉しいという気持ちに大いに浸らせる。


(3) 評　価
　　　友達のことを思いやる行動について、自分なりの解決策を見つけることができたか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（発言や役割演技での様子）

